
 

 

千 葉 県 報 原 稿 用 紙 

１
 

／
 

８

 障 害 の あ る 人 も な い 人 も 共 に 暮 ら し や す い 千 葉 県 づ く り 条 例 施 行 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。 

  平 成 十 九 年 六 月 二 十 九 日 

                       千 葉 県 知 事  堂 本  暁 子   

千 葉 県 規 則 第 七 十 一 号 

   障 害 の あ る 人 も な い 人 も 共 に 暮 ら し や す い 千 葉 県 づ く り 条 例 施 行 規 則 

（ 趣 旨 ） 

第 一 条 こ の 規 則 は 、 障 害 の あ る 人 も な い 人 も 共 に 暮 ら し や す い 千 葉 県 づ く り 条 例 （ 平 成

十 八 年 千 葉 県 条 例 第 五 十 二 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め

る も の と す る 。 

（ 助 言 及 び あ っ せ ん の 申 立 て ） 

第 二 条 条 例 第 二 十 一 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 助 言 又 は あ っ せ ん の 申 立 て を し よ

う と す る も の は 、 助 言 （ あ っ せ ん ） 申 立 書 （ 別 記 第 一 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば

な ら な い 。 

２ 知 事 は 、 前 項 の 申 立 て が あ っ た と き は 、 処 理 の 結 果 を 申 立 人 に 通 知 す る も の と す る 。 

（ 書 面 の 交 付 ） 

第 三 条 条 例 第 二 十 四 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に よ る 勧 告 は 、 当 該 勧 告 の 理 由 を 記 載 し

た 書 面 に よ り 行 う も の と す る 。 

（ 意 見 聴 取 の 手 続 ） 

第 四 条 千 葉 県 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 七 年 千 葉 県 条 例 第 四 十 八 号 ） 第 三 章 第 二 節 の 規 定 は 、

知 事 が 条 例 第 二 十 五 条 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 を 行 う 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 同 節 中 「 聴 聞 」 と あ る の は 「 意 見 の 聴 取 」 と 、 「 不 利 益 処 分 」 と あ る の は

「 勧 告 」 と 、 「 条 例 等 」 と あ る の は 「 条 例 」 と 、 千 葉 県 行 政 手 続 条 例 第 十 九 条 第 一 項 中

「 職 員 そ の 他 規 則 で 定 め る 者 」 と あ る の は 「 職 員 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 

（ 訴 訟 費 用 の 貸 付 け の 限 度 額 ） 

第 五 条 条 例 第 二 十 六 条 に 規 定 す る 訴 訟 に 要 す る 費 用 の 貸 付 け （ 弁 護 士 に 支 払 う べ き 報 酬

そ の 他 の 訴 訟 に 要 す る 費 用 の 貸 付 け を い う 。 以 下 「 訴 訟 費 用 の 貸 付 け 」 と い う 。 ） に 係

る 貸 付 金 （ 以 下 「 貸 付 金 」 と い う 。 ） の 限 度 額 は 、 訴 訟 一 件 に つ き 百 万 円 と す る 。 

（ 貸 付 金 の 利 息 ） 

第 六 条 貸 付 金 は 、 無 利 息 と す る 。 

（ 貸 付 け の 申 込 み ） 

第 七 条 訴 訟 費 用 の 貸 付 け を 受 け よ う と す る 者 は 、 訴 訟 費 用 貸 付 申 込 書 （ 別 記 第 二 号 様

式 ） に 住 民 票 の 写 し そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類 を 添 付 し て 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 

２ 次 条 の 規 定 に よ り 訴 訟 費 用 の 貸 付 け の 決 定 を 受 け た 者 （ 以 下 「 借 受 決 定 者 」 と い

う 。 ） で 特 別 の 事 情 に よ り 追 加 し て 訴 訟 費 用 の 貸 付 け を 受 け よ う と す る も の は 、 訴 訟 費
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用 追 加 貸 付 申 込 書 （ 別 記 第 三 号 様 式 ） に 住 民 票 の 写 し そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類 を

添 付 し て 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 貸 付 け の 決 定 ） 

第 八 条 知 事 は 、 前 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 申 込 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 当 該 申 込 書 の 審

査 及 び 必 要 な 調 査 を 行 い 、 訴 訟 費 用 の 貸 付 け の 可 否 及 び 貸 し 付 け る 場 合 に お け る 貸 付 金

の 額 を 決 定 し 、 こ れ ら を 申 込 者 に 通 知 す る も の と す る 。 

２ 知 事 は 、 前 項 の 決 定 を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 条 例 第 十 四 条 第 二 項 に 規 定

す る 千 葉 県 障 害 の あ る 人 の 相 談 に 関 す る 調 整 委 員 会 （ 以 下 「 調 整 委 員 会 」 と い う 。 ） の

意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

（ 貸 付 決 定 の 取 消 し ） 

第 九 条 知 事 は 、 借 受 決 定 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 前 条 の 規 定 に よ る

訴 訟 費 用 の 貸 付 け の 決 定 を 取 り 消 す こ と が で き る 。 

一 次 条 第 一 項 の 契 約 を 締 結 し な い と き 。 

二 虚 偽 そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 訴 訟 費 用 の 貸 付 け の 決 定 を 受 け た と き 。 

三 調 整 委 員 会 が 不 適 当 で あ る と 認 め た と き 。 

（ 貸 付 金 の 交 付 ） 

第 十 条 借 受 決 定 者 は 、 訴 訟 費 用 の 貸 付 け に 係 る 契 約 を 締 結 し 、 訴 訟 費 用 交 付 請 求 書 （ 別

記 第 四 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し て 貸 付 金 の 交 付 を 受 け る も の と す る 。 

２ 前 項 の 契 約 を 締 結 し よ う と す る 借 受 決 定 者 は 、 知 事 が 適 当 と 認 め る 連 帯 保 証 人 を 立 て

な け れ ば な ら な い 。 

（ 貸 付 金 の 返 還 の 期 限 等 ） 

第 十 一 条 条 例 第 二 十 七 条 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 日 は 、 訴 訟 が 終 了 し た 日 か ら 起 算 し て

三 月 を 経 過 し た 日 と す る 。 

２ 知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 貸 付 金 の 交 付 を 受 け た 者 （ 以 下 「 借 受 者 」 と い

う 。 ） が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 知 事 が 指 定 す る 日 ま で に 貸 付 金 の 全 部

を 返 還 さ せ る こ と が で き る 。 

一 正 当 な 理 由 な く 、 第 八 条 の 通 知 を 受 け た 日 か ら 起 算 し て 三 月 以 内 に 訴 訟 が 提 起 さ れ

な い と き 。 

二 貸 付 金 を 目 的 外 に 使 用 し た と き 。 

三 虚 偽 そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 貸 付 金 の 交 付 を 受 け た と き 。 

四 訴 訟 を 取 り 下 げ た と き 。 

五 連 帯 保 証 人 が 欠 け た 場 合 に お い て 、 そ の 者 に 代 わ る 新 た な 連 帯 保 証 人 を 立 て る こ と

が で き な い と き 。 

六 条 例 若 し く は こ の 規 則 に 違 反 し 、 又 は 第 十 五 条 の 規 定 に よ る 資 料 の 提 出 、 報 告 若 し

く は 説 明 の 求 め に 応 じ な い と き 。 

七 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 調 整 委 員 会 が 不 適 当 で あ る と 認 め た と き 。 
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（ 返 還 の 猶 予 ） 

第 十 二 条 条 例 第 二 十 七 条 た だ し 書 の 規 定 に よ り 貸 付 金 の 返 還 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 者

は 、 訴 訟 費 用 返 還 猶 予 申 請 書 （ 別 記 第 五 号 様 式 ） に 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類 を 添 付 し て

知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 知 事 は 、 前 項 の 申 請 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 当 該 申 請 書 の 審 査 及 び 必 要 な 調 査 を 行

い 、 貸 付 金 の 返 還 の 猶 予 の 可 否 並 び に 猶 予 す る 場 合 に お け る 猶 予 の 期 間 及 び 猶 予 に 係 る

貸 付 金 の 額 を 決 定 し 、 こ れ ら を 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。 

（ 延 滞 利 息 ） 

第 十 三 条 知 事 は 、 借 受 者 が 正 当 な 理 由 な く 貸 付 金 を 返 還 す べ き 日 ま で に こ れ を 返 還 し な

か っ た と き は 、 当 該 返 還 す べ き 日 の 翌 日 か ら 返 還 の 日 ま で の 期 間 の 日 数 に 応 じ 、 返 還 す

べ き 額 に つ き 年 十 ・ 七 五 パ ー セ ン ト の 割 合 で 計 算 し た 延 滞 利 息 を 徴 収 す る も の と す る 。 

（ 届 出 ） 

第 十 四 条 借 受 者 は 、 貸 付 金 の 返 還 が 完 了 す る ま で の 間 に 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

こ と と な っ た と き は 、 速 や か に そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 

一 訴 訟 を 提 起 し た と き 。 

二 訴 訟 が 終 了 し た と き 。 

三 訴 訟 に つ い て 、 請 求 の 趣 旨 を 変 更 し た と き 。 

四 借 受 者 又 は 訴 訟 代 理 人 の 住 所 又 は 氏 名 に 変 更 が あ っ た と き 。 

五 訴 訟 代 理 人 に 変 更 が あ っ た と き 。 

六 連 帯 保 証 人 が 死 亡 し た と き そ の 他 そ の 者 に つ い て 連 帯 保 証 人 と し て 適 当 で な い 事 由

が 生 じ た と き 。 

２ 借 受 者 が 死 亡 し た と き は 、 そ の 相 続 人 は 速 や か に そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら

な い 。 

（ 資 料 の 提 出 等 ） 

第 十 五 条 知 事 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 借 受 者 又 は そ の 訴 訟 代 理 人 に 対 し 、 貸 付

金 に 係 る 訴 訟 の 進 捗 状 況 、 資 金 の 使 用 状 況 等 に 関 し 必 要 な 資 料 の 提 出 、 報 告 又 は 説 明 を

求 め る こ と が で き る 。 

（ 点 字 に よ る 申 立 て 等 ） 

第 十 六 条 第 二 条 第 一 項 、 第 七 条 、 第 十 条 第 一 項 及 び 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 視 覚 障 害 者 は 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 申 立 書 等 に 代 え て 当 該 申 立 書 等 の 様 式 に 示

さ れ た 必 要 事 項 を 点 字 に よ り 表 記 し た 文 書 を 提 出 す る こ と が で き る 。 

附 則 

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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別 記 

第一号様式（第二条第一項） 

 

助言（あっせん）申立書 

 

年  月  日   

 

千葉県知事        様 

 

                     申立者 住  所 

                         氏  名 

                         電話番号 

 

下記の事案を解決するため、障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり

条例第２１条第１項（第２項）の規定により、助言（あっせん）の申立てをします。 

記 

１ 差別を受けたとされる者 
  住  所 
  氏  名 
 
２ 差別をしたとされるもの 
  住  所 
  氏  名 
 
３ 事案の概要 
 
 
 
４ 求める措置の内容 
 
 
 
５ その他参考となる事項 
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第二号様式（第七条第一項） 

 

訴訟費用貸付申込書 

 

年  月  日   

 

千葉県知事        様 

 

                     申込者 住  所 

                         氏  名       ○印   

 

訴訟費用の貸付けを受けたいので、障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県

づくり条例施行規則第７条第１項の規定により、下記のとおり申し込みます。 

 

記 

 
１ 訴訟を提起する相手方 
  住  所 
  氏  名 
 
２ 訴訟代理人 
  住  所 
  氏  名 
  電話番号 
 
３ 訴訟を提起する裁判所          裁判所    支部 
 
４ 訴訟の目的の価額                  円 
 
５ 訴訟に要する費用の額                円 

内訳  着手金                   円 
      実 費                   円 
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第三号様式（第七条第二項） 

 

訴訟費用追加貸付申込書 

 

年  月  日   
 

千葉県知事        様 

 

                     申込者 住  所 

                         氏  名       ○印   

 

訴訟費用の追加貸付けを受けたいので、障害のある人もない人も共に暮らしやすい千

葉県づくり条例施行規則第７条第２項の規定により、下記のとおり申し込みます。 

 

記 

 
１ 追加貸付申込額                   円 

内訳                        円 
 
 
 
２ 追加貸付けを必要とする事情       
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第四号様式（第十条第一項） 

 

訴訟費用交付請求書 

 

年  月  日   
 

千葉県知事        様 

 

                     請求者 住  所 

                         氏  名       ○印   

 

    年  月  日付け  第   号で（追加）貸付決定を受けた訴訟費用貸

付金を下記のとおり交付するよう請求します。 

 

記 

 

１ 貸付決定額                   円 
 
２ 請求金額                    円 
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第五号様式（第十二条第一項） 

 

訴訟費用返還猶予申請書 

 

年  月  日   
 

千葉県知事        様 

 

                     申請者 住  所 

                         氏  名       ○印    

 

    年  月  日に交付を受けた貸付金について返還猶予を受けたいので、下

記のとおり申請します。 

記 

１ 借受金額                       円 
 

２ 訴訟の終了日               年  月  日 
 
３ 返還期限                 年  月  日 
 
４ 返還猶予を受けようとする額              円 
 

５ 返還猶予を受けようとする期間       
年  月  日から
年  月  日まで

 

 
６ 返還方法 
 
 
７ 理由 
  

注 申請者は、氏名を自署することにより、押印を省略することができます。 


